




“It is in the nature of books that they have the capacity to make you feel 








日本の大学で英文学を教えることの危うさ（uncertain state of English-
language literature teaching）を訴える論文が目につく。その一つに Burton
















「特にいない」と回答した学生が半数を越えたが、J. K. Rowlingが 2 名、




だことがあるか、という問いには、10 名中 6 名が「ない」と回答している。







































































































仮説 1：  学生の英語小説に対する考え方や感じ方は授業（教え方）により
ポジティブなものに変化する。
仮説 2：  英語小説の解釈と感想は、文体論の知見を入れた分析方法を知る
前と後では変化する。



































 2. 英語で文学作品を読むことは重要ですか。 はい 20 いいえ 0
 何を読みますか。 児童文学 4 古い作品 2
 3. 授業以外で英語の文学作品を読みますか。 はい 1 いいえ 19




シェイクスピア  1 
ダイアナ・ジョーンズ 1
 7. 翻訳された英語文学作品を読みますか。 はい 12 いいえ 7

















































donʼt cook!”） 「男の子は料理なんてできないのよ！」（“Boys canʼt cook!”）と
姉たちに言われ、Timothyは反抗するが、「あんたは小さいからだめよ





それを見た姉の Sallyと Pinkは、「また泥パイを作ってるんでしょ（“I sup-
pose itʼs just the same old mud pie.”）」と鼻で笑う。Timothyは、姉たちに何
を言われてもひるむこと無く、Chocolate Porridge（チョコレート粥）を作り
続ける。そして姉に続きキッチンに入り、塩をもらい、「食べる人たちが気に















う。「木は Chocolate Porridgeが大好きさ！」それを見ていた姉の Pinkと
Sallyは、木のために料理をするのも悪くはないと考え始める。「木のための
料理の日なんて考えてもいなかったけどそれもいいかも（“I didnʼt think of a 
cooking day for trees. It would be fun.”）」と Sallyが言う。それを聞いた父親
は言う。「女子も庭を手伝うことができるよ（“e girls can help in the gar-
den.”）」Timothyの母親が続けて言う。「そうしたら Timothyはスコーンの作















a permanent paying guest（永遠の下宿人）home with me.”と言う。ゲスト














ては、文体論の視点のいくつかを入れるために Exploring the Language of Po-































対象学生： 東京女子大学の国際英語学科 2 年生 22 名































仮説 1：  学生の英語小説に対する考え方や感じ方は授業（教え方）により
ポジティブなものに変化する。
仮説 2：  英語小説を読んだ解釈と感想は、文体論の知見を入れた分析方法
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を知る前と後では変化する。







































読みに関して、Rosenblatt （1987）が Transactional eory（交流理論）の
表 2．解釈の変化
第 1 回目解釈 どろ、chocolate porridgeを木にあげる少年の優しさと、木には土
が必要と、自然のあたりまえのことを考えるお話。





第 1 回目感想 姉はいじわるだが父はすごく優しい。父のおかげもあり、ティモ
シーは素直な子に育ちそう。
第 2 回目感想 読者層は子どもをターゲットにしていると思う。そのため、擬人
法等で表現し、読み手をあきさせない作りになっているので読ん

























aspects of sense）（Rosenblatt, 1989, p. 161）を含んでいることがわかる。
研究参加者全員の第 1 回目と第二回目の解釈と感想における変化を量的





第 1 回目解釈・感想 第 2 回目解釈・感想
①擬人法に関する記述 1  6
②感情表現 8 15
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 Detective Novelの調査 2019.5
 鈴木　栄
Detective Novelは、物語の中に現れる言葉や表現を調査し、物語の真相を探します。





Detective Novelは、第 1 回調査として、依頼された物語をざっと読み流れを掴み
ます。わからない語句については辞書で調べ、登場人物、場面の設定、話の流れを追
います。










よって読者が物語にすぐに入ることができる効果が期待されます（schemas help us 
to understand texts and situations）。
⑧動詞の選択による効果により登場人物の見方を読み取ることができます： verbs of 
perception and cognition （see, hear, imagine, think, believe）
⑨擬人化（personication）により物に対して親近感を抱く効果が期待できます。









too …. to （p.22 l.5 l.6）   Chocolate Porridge （p.21） 
chocolate porridge （p.25,26,27,28,29,30,31,32） Sprinkle 
and Stir （p.27 l.4）            
Schema-oriented language Chocolate porridge （p.21）  cooking for the weekend 
（p.21 l.2） apple tree （p.29） biscuits （p.32 l.15, 16） 
scones 
Personication（擬人化） he （p.29 l.7, 8） （personication 擬人化）  teeth waiting 
（p.22 l.15） （personication 擬人化）  tools were camp-
ing out （p.22） permanent paying guest （擬人化） （p.29 




remind Timothy of grated chocolate （p.23 l. 4） 
thought （p.23 l.6, p.27 l.22） thinks （p.24 l.4） canʼt think 
（p.29l. 2） think （p.29 l.7）     
感情を表現する言葉 Timothy frowning （p.21） indignation （p.21） powerful 
（p.24）  
sneered to himself （p.25） smile （p.26） mysterious smile 
（p.26）  whispered （p.28） pleased to meet you （p.29） 
cried in great triumph  （p.32）   
外国文化（Foreign culture）* Chocolate porridge （p.21 title） Friday aernoon （p.21 
l.1） gingerbread （p.22 l.2） the ower show （p.22 l.3） 
lawnmower （p.22 l.16） mud pie （p.24 l.7） tea （p.32 




〈物語の流れ〉           　
Pages/lines（ページと行）を記入
Characters（登場人物） Timothyʼs mother（p.21,l.1） →Pink / Sally（p.21 l,3） 
→Timothy（p.21 l.4） →Timothyʼs father （p.22 l. 18）   
Setting（place & time）
場面（場所と時間）
kitchen→outside / terrace / garden →kitchen →garden
Friday aernoon 
Main event Timothyʼs mother and his big sisters are cooking in the 
kitchen.
Timothy had to go outside. 
Timothy cooked Chocolate porridge with garden dirt.  
Timothyʼs father brought a permanent paying guest.
e permanent paying guest （an apple tree） liked Timo-
thyʼs Chocolate porridge. 
Timothyʼs sisters thought that cooking for trees would be 
fun.
Timothyʼs father and mother proposed an idea （next time 
Timothy will cook and girls will work in the garden）．
Main theme Cooking is for boys and girls. Itʼs important not to give up.
An alternative idea may solve problems. Sharing is impor-
tant.     
Narrator 語り手 e third person （probably author）
第 3回調査（分析）





















た chocolate porridgeを作ることで自信を持ち始める。彼の気持ちを表現する frown-




（permanent paying guest）という人に見立て、しかも、木は彼（he, p. 29）で表現し、
木も自分と Timothyの仲間（boys）であることを暗示させている。それは、その後に














Quality cocoa powder creates a luxurious feeling of comforting chocolaty goodness 
in this porridge recipe, but without all the sugar and saturated fat weʼd get from actual-
ly adding chocolate to the mix. ”　動画を見ると、Jamieは、この porridgeの上にいち
ごとクリーム、ミントの葉を載せ、おしゃれな朝食に仕上げている。
Chocolate Porridge
Gingerbread
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Flower show
キーワード
英語の小説、文体論、アクション・リサーチ、情操的な読み、教育的発見
